
　
95
年
医
界

寸
評
が
デ

ビ
ュ
ー
だ
っ

た
。
遺
伝
子

の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
日
高

敏
隆
氏
は
数
多
く
の
著
書
を
残

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
老
い

と
死
は
遺
伝
子
の
た
く
ら
み
』

が
あ
る
。「
人
は
何
故
老
い
る

の
か
？　
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
と
答
え
る
し
か
な
い
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
基
本
的
に

は
遺
伝
子
の
利
益
の
た
め
、
個

体
は
遺
伝
子
が
殖
え
る
た
め
の

『
乗
り
物
』
に
過
ぎ
な
い
。
適

当
な
と
こ
ろ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
通

り
に
死
ん
だ
ほ
う
が
子
孫
の
負

担
は
軽
い
。
子
ど
も
や
孫
た
ち

が
元
気
で
い
る
の
を
見
な
が
ら

死
を
迎
え
る
こ
と
は
本
人
に

と
っ
て
得
な
こ
と
だ
」
な
ど
が

書
か
れ
て
あ
る
。『
年
齢
の
本
』

（
デ
ズ
モ
ン
ド
・
モ
リ
ス
）
も

引
用
し
て
あ
る
。
ご
一
読
を
▼

『
抜
萃
の
つ
づ
り
』
は
あ
る
会

社
の
創
業
者
の
意
向
で
毎
年
さ

ま
ざ
ま
な
出
版
物
か
ら
珠
玉
な

エ
ッ
セ
イ
を
集
め
た
本
で
あ

る
。「
修
養
」「
文
化
」「
健
康
」

「
ユ
ー
モ
ア
」
等
の
項
目
に
ま

と
め
て
あ
る
。
今
年
で
78
冊
目

だ
。
胸
が
熱
く
な
り
、
涙
ぐ
む

と
き
も
あ
る
。
小
冊
子
だ
が
読

み
応
え
が
あ
る
。
非
売
品
だ

が
、
あ
る
と
こ
ろ
に
お
願
い
す

る
と
送
っ
て
く
れ
る
▼
今
年
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
の
4
首
を

四
文
字
熟
語
で
表
し
て
み
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
車
で
行
っ
て

チ
ャ
リ
を
こ
ぐ（
志
康

4

4

錯
誤
）、

「
ち
が
う
だ
ろ
！
」
妻
が
言
う

な
ら
そ
う
だ
ろ
う
（
家
内
安

全
）、
記
憶
に
な
い
夫
の
ど
こ

に
惚
れ
た
の
か（
夫め

お
と婦
全
壊
）、

減
量
の
決
意
は
い
つ
も
満
腹
時

（
痩
身
不
能
）、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？　
ま
た
人
の
褌
で
相
撲

を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。 （
玲
奈
）

　
今
、
国
は
医
師

の
管
理
や
統
制
策

の
具
体
化
を
急
速

に
進
め
て
い
る
。

医
療
費
の
地
域
差

縮
減
を
目
指
す
国

は
、
そ
の
差
異
は
、
医
師
数
や

病
床
数
の
差
が
原
因
と
単
純
に

考
え
て
い
る
。
本
来
地
域
に

よ
っ
て
疾
病
構
造
は
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
が
異

な
っ
て
当
然
で
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
無
視
し
、
地
域

の
実
情
に
全
く
合
わ
な
い
形
で

医
療
に
枠
を
は
め
込
み
、
国
が

考
え
る
適
正
な
医
師
数
、
病
床

数
へ
と
収
れ
ん
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
病
床
数
は
、
す
で
に

地
域
医
療
構
想
に
よ
っ
て
適
正

化
の
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
そ

し
て
次
に
国
は
、
医
師
数
を

「
適
正
数
」
に
す
る
た
め
、
実

質
的
に
「
開
業
規
制
」
に
つ
な

が
る
政
策
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
医
師
が
少
数
で
あ

る
か
、
多
数
で
あ
る
か
の
「
も

の
さ
し
」、
す
な
わ
ち
医
師
偏

在
指
標
で
あ
る
。
去
年
9
月
、

厚
生
労
働
省
の
医
師
・
医
療
従

事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討

会
・
医
師
需
給
分
科
会
は
医
師

偏
在
指
標
の
現
時
点
の
考
え
方

を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
各
都
道

府
県
・
二
次
医
療
圏
間
の
受
療

率
と
医
師
数
を
「
標
準
化
」

し
、
比
較
す
る
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
現
実
を
反
映
し
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
去
年
の
12
月
26

日
、
第
25
回
医
師
需
給
分
科
会

で
、「
地
域
ご
と
の
外
来
医
療

機
能
の
偏
在
・
不
足
等
の
客
観

的
な
把
握
が
可
能
と
な
る
指

標
」（
外
来
医
療
の
医
師
偏
在

指
標
）
を
提
案
し
た
。
こ
れ

は
、「
外
来
医
師
多
数
区
域
」

で
開
業
す
る
際
、
そ
の
届
出

に
、
在
宅
医
療
、
初
期
救
急
医

療
、
公
衆
衛
生
な
ど
「
地
域
で

不
足
す
る
医
療
機
能
」
を
担
う

こ
と
に
合
意
す
る
旨
の
記
載
欄

を
設
け
、
従
わ
な
い
場
合
は
行

政
が
開
催
す
る
協
議
の
場
へ
の

出
席
を
求
め
、
そ
し
て
、
協
議

方
針
に
従
わ
な
い
医
療
機
関
等

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
医
療

審
議
会
に
報
告
し
、
意
見
を
聴

取
す
る
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
持
た
せ
る
な
ど
、
よ
り
直
接

的
に
開
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
設
け

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
自
由
開
業
制

を
規
制
す
る
国
の
動
き
は
あ
っ

た
。
し
か
し
、
私
た
ち
医
師
が

そ
れ
を
食
い
止
め
て
き
た
。
今

ま
さ
に
、
国
は
医
師
数
の
制
限

だ
け
で
な
く
、
医
師
の
あ
り
か

た
・
医
療
の
あ
り
か
た
へ
の
介

入
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
私
た
ち

は
こ
の
こ
と
に
対
し
て
し
っ
か

り
と
対
抗
し
て
い
く
運
動
が
必

要
で
あ
る
。

医
師
偏
在
問
題
に
端
を
発
し
た

医
師
・
医
療
の
統
制
に
危
機
感

生
存
権
保
障
と
し
て
の
社
会
保
障
を

第
１
９
６
回
定
時
代
議
員
会
開
く

　
協
会
は
1
月
25
日
、
第
1
9
6
回
定
時
代
議
員
会
を
開

き
、
2
0
1
8
年
度
上
半
期
活
動
報
告
お
よ
び
下
半
期
重

点
方
針
、
決
議
案
を
採
択
し
た
。
代
議
員
53
人
、
理
事
者
19

人
が
出
席
し
た
。
議
事
進
行
は
、
飯
田
泰
啓
議
長
、
松
本
恒

司
副
議
長
が
務
め
た
。
な
お
、
遠
方
で
参
加
の
難
し
い
代
議

員
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
今
回
の
代
議
員
会
よ
り
初
の
ネ
ッ

ト
配
信
を
整
備
し
た
。

上
半
期
重
点
活
動
を

総
括

　
茨
木
和
博
理
事
長
代
行
が
18

年
度
上
半
期
の
活
動
を
総
括
。

格
差
と
貧
困
の
深
刻
化
の
中
で

の
度
重
な
る
患
者
負
担
増
に
よ

り
、
受
診
抑
制
が
顕
在
化
。
こ

れ
に
拍
車
を
か
け
る
と
、
さ
ら

な
る
負
担
増
に
反
対
す
べ
く
、

全
国
の
協
会
・
医
会
と
と
も
に

国
会
へ
の
請
願
署
名
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
医
療
機
関
が
抱
え
る
消
費

税
損
税
問
題
の
解
消
策
と
し

て
、代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え「
非
課
税
還
付
方
式
」

が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至
っ

京
都
府
に
提
出
し
、
懇
談
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

患
者
の
医
療
保
障

守
る
た
め
に

　
続
い
て
、
渡
邉
賢
治
副
理
事

長
が
情
勢
を
報
告
。
世
界
で
い

ち
ば
ん
企
業
が
活
躍
し
や
す
い

国
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
安
倍
政

権
が
新
自
由
主
義
改
革
と
軍
事

大
国
化
を
進
め
、
日
本
の
姿
が

大
き
く
変
わ
っ
た
と
指
摘
し

た
。
医
療
・
社
会
保
障
分
野
で

も
、
そ
の
「
権
利
性
」
が
破
壊

さ
れ
た
と
し
、
国
に
よ
る
生
存

権
保
障
か
ら
個
人
責
任
に
転
換

さ
れ
た
と
強
調
し
た
。

　
国
の
進
め
る
改
革
は
地
域
や

生
活
に
ま
で
押
し
寄
せ
、
個
々

人
の
医
師
が
目
指
す
医
療
へ
の

介
入
、
そ
の
生
き
方
へ
の
介
入

に
ま
で
至
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う

し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
、
医
師

の
専
門
性
に
基
づ
く
医
療
を
、

全
て
公
的
医
療
保
険
で
保
障
す

る
仕
組
み
を
手
放
さ
ず
、
患
者

の
医
療
を
守
り
抜
き
、
拡
充
さ

せ
る
こ
と
が
協
会
に
課
せ
ら
れ

た
仕
事
だ
と
述
べ
た
。

協
会
の
下
半
期
重
点

方
針
を
確
認

　
情
勢
報
告
を
受
け
て
、
茨
木

理
事
長
代
行
が
下
半
期
活
動
方

針
を
提
案
。
国
の
進
め
る
医

療
・
社
会
保
障
政
策
は
、
明
る

い
未
来
は
お
ろ
か
、
今
日
明
日

の
生
命
・
健
康
を
脅
か
す
方
向

へ
突
き
進
ん
で
い
る
。
協
会

は
、
こ
う
し
た
時
期
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
国
民
皆
保
険
を
達
成

し
制
限
診
療
や
地
域
差
撤
廃
を

実
現
し
た
先
人
た
ち
の
取
り
組

み
に
学
び
、
奮
闘
し
た
い
と
述

べ
、
保
険
医
運
動
の
継
承
・
発

展
を
目
指
す
組
織
活
動
の
強

化
、
国
・
自
治
体
に
対
す
る
医

療
者
と
し
て
の
発
言
、
診
療
報

酬
改
善
の
要
請
を
強
め
る
こ
と

な
ど
を
提
案
し
た
。
提
案
は
す

べ
て
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

た
。 

（
関
連
2
・
3
面
）

　
2
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
厚

生
労
働
省
の
第
28
回
医
師
需
給

分
科
会
に
、
こ
の
間
検
討
さ
れ

て
き
た
医
師
偏
在
指
標
に
基
づ

く
都
道
府
県
・
二
次
医
療
圏
の

順
位
が
示
さ
れ
た
（
左
図
）。

京
都
府
の
医
師
偏
在
指
標
は
第

2
位
で
、
医
師
多
数
区
域
（
上

位
33
・
3
％
）
と
さ
れ
た
。
一

方
、
二
次
医
療
圏
別
で
は
京

都
・
乙
訓
が
第
10
位
で
医
師
多

数
区
域
に
該
当
。
中
丹
が
1
1

4
位
、
山
城
北
1
3
6
位
、
山

城
南
1
5
2
位
、
南
丹
1
6
2

位
と
、
多
数
・
少
数
い
ず
れ
に

も
該
当
せ
ず
。
丹
後
は
2
5
2

位
で
少
数
区
域
（
下
位
33
・
3

％
）
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
日
の
会
合
に
は
診

療
科
偏
在
是
正
の
た
め
、
Ｄ
Ｐ

Ｃ
を
用
い
て
作
成
し
た
「
必
要

医
師
数
の
見
通
し
」
も
示
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
2
0
3
6

年
に
内
科
医
は
1
万
4
1
8
9

人
不
足
す
る
の
に
対
し
、
皮
膚

科
1
4
1
4
人
、
精
神
科
1
6

8
8
人
等
、
過
剰
と
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
診
療
所
医
師
の
偏
在

是
正
の
た
め
の
〈
外
来
医
師
偏

在
指
標
〉
の
順
位
も
公
表
さ

れ
、
京
都
・
乙
訓
医
療
圏
が
全

国
順
位
6
位
で
外
来
医
師
多
数

区
域
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。

　
（
詳
報
は
次
号
以
降
、
政
策

解
説
に
掲
載
予
定
）

科
別
必
要
医
師
数
、外
来
医
師
多
数
区
域
も
示
す

た
。
医
療
界
一
致

の
要
求
と
な
る
よ

う
引
き
続
き
働
き

か
け
を
行
っ
て
い

く
と
し
た
。

　
地
方
自
治
体
を

巡
っ
て
は
、
奈
良

県
に
よ
る
地
域
別

診
療
報
酬
の
活
用

に
対
し
、
保
団
連

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
8

協
会
連
名
に
よ
る

反
対
の
緊
急
声
明

を
発
表
。
ま
た
、

開
業
規
制
問
題
や

地
域
医
療
構
想
に

つ
い
て
の
要
望
を

順位 都道府県 医師偏在指標
全国 238.3

多
数
区
域

１位 東京都 329.0
２位 京都府 314.9
３位 福岡県 300.5
４位 沖縄県 279.3
５位 岡山県 278.8
６位 大阪府 274.4
７位 石川県 270.4
８位 徳島県 265.9
９位 長崎県 259.4
10位 和歌山県 257.2
11位 鳥取県 255.0
12位 高知県 254.3
13位 佐賀県 251.3
14位 熊本県 248.5
15位 香川県 247.8
16位 滋賀県 243.5
17位 兵庫県 243.0
18位 奈良県 241.1
19位 広島県 240.4
20位 大分県 238.0
21位 島根県 235.9
22位 宮城県 232.7
23位 神奈川県 231.8
24位 愛媛県 231.0
25位 福井県 230.9
26位 鹿児島県 229.8
27位 愛知県 225.3
28位 北海道 222.0
29位 栃木県 216.7
30位 山梨県 216.4
31位 富山県 216.2

少
数
区
域

32位 宮崎県 210.6
33位 山口県 210.3
34位 三重県 208.8
35位 群馬県 208.2
36位 岐阜県 204.7
37位 千葉県 200.5
38位 長野県 199.6
39位 静岡県 191.1
40位 山形県 189.4
41位 秋田県 180.6
42位 茨城県 179.3
43位 埼玉県 178.7
44位 福島県 177.4
45位 青森県 172.1
46位 新潟県 169.8
47位 岩手県 169.3

2月18日に示された医師偏在指標

医
師
偏
在
指
標「
順
位
」を
公
表

厚労省

下
半
期
重
点
方
針
を
提
案
す
る
茨
木
理
事
長
代
行

2 0 1 9 年 （平成 3 1 年） 2 月 2 5 日 第 3 0 4 4 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

組
織
拡
大
特
集
号

　

本
号
は
京
都
府
保
険
医
協
会
に
未
入
会
の

開
業
医
・
勤
務
医
の
先
生
方
に
も
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
４
・
５
面
の
特
集
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
ご
入
会
下
さ
い
。



　
看
護
配
置
に
関
連
し
て
は
、

数
字
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
施
設

基
準
が
多
く
あ
る
。
①
看
護
職

員
等
の
配
置
数
②
正
看
比
率
③

重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

④
月
平
均
夜
勤
時
間
数
⑤
複
数

夜
勤
体
制
―
等
で
あ
る
。

　
③
の
該
当
患
者
割
合
に
つ
い

て
は
、
一
時
的
な
変
動
は
変
更

届
出
を
要
し
な
い
と
さ
れ
る
要

件
変
動
の
特
例
通
知
に
該
当
し

な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。

ま
た
評
価
票
の
記
入
は
、
確
実

に
院
内
研
修
を
受
け
た
者
が
行

う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
④
は
、
基
本
的
に
「
月
延
べ

夜
勤
時
間
数
」（
分
子
）
を

「
夜
勤
従
事
者
数
」（
分
母
）
で

除
し
て
計
算
す
る
。
分
子
を
よ

り
小
さ
く
す
る
か
、
分
母
を
よ

り
大
き
く
す
る
か
で
④
の
数
字

は
小
さ
く
な
る
こ
と
を
理
解

し
、
管
理
に
役
立
て
た
い
。

　
⑤
は
病
院
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん

ど
の
入
院
料
で
求
め
ら
れ
る
。

18
年
度
改
定
で
「
夜
間
看
護
体

制
特
定
日
減
算
」
が
で
き
た
が

適
用
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
で
あ

る
。
⑤
は
、
①
等
の
よ
う
に
1

月
の
計
算
で
結
果
が
出
る
の
で

は
な
く
、
2
人
体
制
で
担
っ
て

い
る
場
合
、
そ
の
う
ち
の
1
人

が
、
た
と
え
15
分
で
も
病
棟
か

ら
外
来
に
応
援
に
行
っ
て
し
ま

う
と
、
複
数
夜
勤
体
制
が
崩
れ

た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
理
解

し
て
お
き
た
い
。

　
保
団
連
で
は
、
①
②
④
の
管

理
に
便
利
で
、
届
出
や
適
時
調

査
で
も
使
用
で
き
る
「
様
式

9E
xcel 

表
」
を
、
㈱
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ
セ
キ
ス
イ
シ
ス
テ
ム

ズ
協
力
の
下
、
無
償
で
公
開
・

提
供
し
て
い
る
（http://

y
oushiki9.doc-net.
or.jp/index.htm

l

）。
最

新
の
も
の
を
お
使
い
い
た
だ

き
、
様
式
9
作
成
に
当
た
っ
て

参
考
と
な
る
「
利
用
の
手
引
」

も
併
せ
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
。

　
ま
た
昨
今
は
、
看
護
職
員
夜

間
配
置
加
算
、
療
養
病
棟
入
院

基
本
料
注
13
の
夜
間
看
護
加

算
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院

料
注
7
の
看
護
職
員
夜
間
配
置

加
算
等
、
様
式
9
で
は
適
切
に

看
護
職
員
等
配
置
が
管
理
で
き

な
い
施
設
基
準
が
増
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
看
護
職
員
等
の

傾
斜
配
置
が
制
限
さ
れ
て
お

り
、
様
式
9
と
は
別
に
日
々
の

看
護
職
員
等
の
必
要
配
置
数
を

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

京
都
市
介
護
認
定
給
付

業
務
職
員
雇
い
止
め
・

業
務
委
託
に
つ
い
て

　

小
林
充
代
議
員
（
左
京
）　

京
都
市
が
介
護
認
定
の
審
査
に

関
わ
る
職
員
を
大
量
に
突
然
雇

い
止
め
に
し
、
業
務
を
外
部
に

委
託
す
る
ら
し
い
と
耳
に
し

た
。
情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
協
会
と
し
て
声

を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

　
渡
邉
賢
治
副
理
事
長　
京
都

市
は
2
0
1
8
年
12
月
13
日

に
、
介
護
保
険
認
定
給
付
業
務

の
見
直
し
を
提
案
。
現
在
、
こ

の
業
務
を
担
っ
て
い
る
認
定
給

付
嘱
託
員
ら
1
3
0
人
を
一
斉

に
雇
い
止
め
と
し
、
業
務
の
大

部
分
を
集
約
化
さ
せ
て
民
間
企

業
に
委
託
す
る
と
い
う
内
容
の

も
の
。
協
会
も
大
き
な
問
題
と

認
識
し
、
談
話
を
発
表
し
た
と

こ
ろ
だ
。
市
の
職
員
と
連
携
し

引
き
続
き
中
止
を
求
め
て
京
都

市
に
要
請
し
て
い
き
た
い
。

活
動
方
針
に
つ
い
て

　
山
本
昭
郎
代
議
員
（
下
京
西

部
）　
少
子
高
齢
社
会
の
問
題

や
、
関
連
し
て
医
療
・
介
護
へ

の
海
外
か
ら
の
労
働
力
の
流
入

に
つ
い
て
言
及
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
医
師
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
詳
し
い
提
案
を
し
て
ほ
し
い
。

　
渡
邉
副
理
事
長　
い
ず
れ
も

決
議
に
つ
い
て

　
上
田
誠
予
備
代
議
員
（
北

丹
）　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
明

ら
か
に
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
で

当
選
し
た
人
だ
と
思
う
の
だ

が
、
分
析
の
仕
方
に
論
理
矛
盾

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
鈴
木
卓
副
理
事
長　
確
か

に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
乗
り
つ
つ
、

自
国
民
に
は
自
国
優
先
主
義
、

ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲

　
古
村
俊
人
代
議
員
（
福
知

山
）　
「
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の

強
引
な
自
国
利
益
優
先
策
で
、

米
国
は
各
地
で
経
済
・
外
交
・

軍
事
に
渡
る
国
際
緊
張
を
引
き

起
こ
し
」
を
「
引
き
起
こ
し
て

い
る
一
方
」
と
し
、
並
列
で
表

記
し
て
は
ど
う
か
。

　
鈴
木
副
理
事
長　
古
村
代
議

員
の
提
案
を
入
れ
て
修
文
し
た

い
。組

織
問
題
に
つ
い
て

　
俵
良
裕
代
議
員
（
中
京
東

部
）　
最
近
の
新
規
開
業
に
お

い
て
、
地
区
に
入
会
せ
ず
協
会

に
入
会
す
る
と
い
う
事
例
が
相

次
い
で
い
る
。
協
会
へ
の
入
会

は
地
区
医
師
会
入
会
を
前
提
に

し
て
い
る
が
、
や
む
な
き
事
情

で
地
区
医
師
会
に
入
会
で
き
な

い
場
合
、
協
会
に
入
会
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
要
件
が
あ
る
こ

と
は
了
承
し
て
い
る
。
し
か

し
、
当
該
医
療
機
関
の
意
思
で

地
区
医
師
会
に
入
会
し
な
い
事

例
が
増
え
て
お
り
、
地
区
医
師

会
入
会
を
促
す
立
場
か
ら
附
帯

事
項
を
付
け
る
な
ど
要
件
の
見

直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

　
福
山
正
紀
理
事　
基
本
的
に

は
地
区
未
入
会
の
医
師
の
入
会

は
受
け
付
け
て
い
な
い
。
協
会

へ
の
入
会
勧
誘
の
際
も
地
区
医

師
会
入
会
が
前
提
と
お
伝
え
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
区
未
入
会

の
場
合
で
協
会
へ
の
入
会
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
地
区

医
師
会
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
あ
く
ま
で
例
外
の

扱
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
今
後
も

堅
持
し
て
い
き
た
い
。

　
俵
代
議
員　
大
変
あ
り
が
た

い
。
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
事
情
は
あ
る
か
と
思

う
が
、
地
区
医
師
会
と
し
て
は

地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
組

織
に
入
会
い
た
だ
き
た
く
発
言

し
た
。

小林 充 代議員

山本昭郎 代議員

上田 誠 予備代議員

古村俊人 代議員

俵 良裕 代議員

代
議
員
会
ア
ン
ケ
ー
ト

対
象
：
代
議
員
会
参
加
者
72
人
、
回
答
数
66
（
回
答
率
92
％
）

大
型
連
休
に
つ
い
て

　
昨
年
12
月
に
成
立
し
た
「
天

皇
の
即
位
の
日
お
よ
び
即
位
礼

正
殿
の
儀
の
行
わ
れ
る
日
を
休

日
と
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
5

月
1
日
が
祝
日
、
4
月
30
日
と

5
月
2
日
が
休
日
と
な
る
た

め
、
4
月
27
日
の
土
曜
日
も
含

め
10
連
休
と
な
る
。
過
去
に
例

の
な
い
長
さ
で
の
大
型
連
休
と

な
る
こ
と
に
つ
い
て
医
療
現
場

で
は
、
困
惑
と
不
安
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
祝
休
日
の
診
療

を
検
討
し
て
い
る
医
療
機
関
も

見
受
け
ら
れ
る
が
、
日
曜
・
祝

日
の
標
榜
時
間
内
（
予
め
診
療

案
内
を
し
て
い
る
時
間
）
は

初
・
再
診
料
等
の
休
日
加
算
が

算
定
で
き
な
い
一
方
で
、
職
員

に
対
し
て
は
休
日
出
勤
手
当
等

を
支
払
う
こ
と
も
あ
り
、
医
療

機
関
と
し
て
の
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
問
題
に
関
し
て
、
代
議
員
会

出
席
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。診

療
予
定 「
あ
り
」 

6
割

　
10
連
休
の
診
療
予
定
に
つ
い

て
、「
あ
り
」
は
61
％
、「
な
し
」

は
12
％
、「
検
討
中
」
は
27
％
。

土
曜
日
の
4
月
27
日
の
み
「
あ

り
」
は
29
％
、
そ
れ
以
外
で
の

「
あ
り
」
は
32
％
で
、
4
月
30

日
、
5
月
1
日
、
5
月
2
日
が

多
く
あ
っ
た
（
図
1
・
2
）。

救
急
や
患
者
へ
の

影
響
大

　
10
連
休
に
多
く
の
診
療
所
が

休
診
と
な
っ
た
場
合
、
地
域
医

療
に
影
響
が
出
る
と
思
う
か
に

つ
い
て
は
、
97
％
が
「
あ
る
」

と
答
え
（
図
3
）、
そ
の
影
響

は
「
救
急
病
院
や
休
日
急
患
診

療
所
等
へ
の
影
響
」「
患
者
さ

ん
へ
の
影
響
」
が
そ
れ
ぞ
れ
80

％
、「
自
院
へ
の
影
響
」
は
19

％
だ
っ
た
。

　
日
曜
日
や
祝
日
に
診
療
す
る

場
合
、
標
榜
時
間
内
は
休
日
加

算（
救
急
、小
児
科
、産
科
の
一

部
を
除
く
）
が
算
定
で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、「
知
っ
て
い

る
」
は
7
割
、「
知
ら
な
か
っ

た
」は
3
割
で
あ
っ
た（
図
4
）。

半
数
が
経
済
保
障
を

望
む

　
4
月
27
日
の
み
診
療
の
医
療

機
関
を
除
い
て
診
療
予
定
あ
り

と
答
え
た
方
の
う
ち
、
職
員
に

特
別
な
手
当
（
休
日
出
勤
手
当

等
）
に
つ
い
て
、「
支
給
予
定
」

は
43
％
、「
予
定
な
し
」
は
29

％
で
あ
っ
た
（
図
5
）。

　
さ
ら
に
、
国
か
ら
の
特
別
な

手
当
等
を
望
む
か
に
つ
い
て
は

「
望
む
」
が
57
％
、「
望
ま
な

い
」
が
38
％
（
図
6
）。

　
「
望
ま
な
い
」
理
由
を
記
述

し
た
も
の
を
み
る
と
、「
家
族
の

み
で
診
療
」「
出
る
は
ず
が
な

い
」「
今
年
だ
け
な
の
で
求
め

る
気
が
な
い
。
た
だ
休
日
に
通

常
診
療
を
行
い
、
日
本
の
医
療

機
関
が
国
民
の
健
康
保
持
に
貢

献
し
て
い
る
実
情
を
認
識
し
て

も
ら
う
べ
き
」な
ど
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
リ
ハ
ビ
リ
や

透
析
、
在
宅
医
療
で
「
休
め
な

い
」
と
い
っ
た
意
見
や
、
一
方

的
に
連
休
と
し
て
し
ま
う
こ
と

へ
の
批
判
意
見
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
た
。

国
・
府
に
体
制
と

保
障
を
要
請

　
こ
の
法
律
の
附
帯
決
議
は
、

医
療
機
関
の
休
業
に
よ
り
患
者

の
治
療
に
支
障
を
来
す
こ
と
の

な
い
よ
う
適
切
な
対
応
を
求
め

て
い
る
。
厚
労
省
は
1
月
15
日

に
都
道
府
県
に
対
し
て
医
療
提

供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
万
全

を
期
す
る
よ
う
通
知
を
発
出
、

30
日
に
は
休
日
加
算
の
扱
い
は

従
前
通
り
と
す
る
通
知
を
発
出

し
て
い
る
。

　
協
会
は
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け

て
、
診
療
応
需
体
制
に

つ
い
て
十
分
に
協
議
す

る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な

時
に
診
療
応
需
体
制
を

と
る
医
療
機
関
に
対

し
、
経
済
面
で
の
保
障

を
行
う
こ
と
を
、
厚
労

省
や
京
都
府
に
対
し
て

要
請
を
行
う
。

検
討
を
重
ね
提
案
し
て
い
き
た

い
。
な
お
、
外
国
人
労
働
者
雇

用
拡
大
の
問
題
も
含
め
、
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
決
議
で
言
及

し
て
お
り
、
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

　
山
本
代
議
員　
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
観
光
客
が
随
分
増
え
て
お

り
、
京
都
で
も
7
0
0
万
人
の

外
国
人
観
光
客
が
来
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
3
0
0
万
人
ぐ
ら

い
が
京
都
市
に
宿
泊
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
医
療
機
関

に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
へ
の

方
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
渡
邉
副
理
事
長　
医
療
機
関

に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
の
未

払
い
問
題
な
ど
が
発
生
し
て
お

り
、
対
応
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
な
対
応
策
を
提
示

で
き
て
い
な
い
の
で
、
議
論
を

進
め
て
い
き
た
い
。

げ
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
と

い
う
認
識
だ
。
文
章
の
趣
旨
と

し
て
は
、
多
国
籍
企
業
の
儲
け

が
、
日
本
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ

の
自
国
民
へ
の
利
益
に
還
元
さ

れ
る
べ
き
で
、
課
税
な
ど
の
対

応
が
必
要
と
い
う
こ
と
を
基
本

的
な
立
場
に
し
て
い
る
。

　
上
田
予
備
代
議
員　
趣
旨
に

は
賛
同
す
る
が
、
文
章
か
ら
そ

の
点
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

16

入
院
基
本
料
共
通
事
項

そ
の
2

質疑応答
要 旨

第
1
9
6
回 

定
時
代
議
員
会

図１ 10連休に診療予定があるか

図 2  10連休中の診療予定日

ｎ＝21

ｎ＝21

図 3　影響が出ると思うか

図 4　休日加算について

図 5　職員への特別な手当の支給
（4/27以外で診療）

図 6　特別な手当を希望するか
（4/27以外で診療）
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い
わ
ゆ
る
「
2
0
2
5
年

問
題
」
に
対
応
す
べ
く
「
川
上

か
ら
川
下
へ
」
の
医
療
・
介
護

提
供
体
制
改
革
が
具
体
化
し
て

来
た
。
川
上
の
病
院
は
「
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
」
で
急
性

期
病
床
の
機
能
転
換
が
迫
ら
れ

る
。
一
方
、
川
下
の
診
療
所
・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
施

設
を
中
心
と
し
た
在
宅
医
療
・

介
護
の
推
進
で
は
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
が
図
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
検
討
の
中
で

医
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉

士
・
保
育
士
な
ど
担
い
手
の
絶

対
的
員
数
不
足
や
仕
事
量
の
過

重
が
問
題
と
な
っ
て
来
て
い
る

が
、
政
府
は
〝
偏
在
〞
の
解
消

や
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
そ
の

他
の
働
き
方
改
革
、
民
間
企
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
、
さ
ら

に
は
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

拡
大
な
ど
、
根
本
問
題
に
は
触

れ
な
い
最
終
解
決
を
目
指
し
て

い
る
。
今
こ
そ
国
民
間
の
格
差

是
正
を
図
り
、
徴
税
段
階
で
の

応
能
負
担
の
徹
底
等
に
よ
り
税

収
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国

家
予
算
の
使
い
道
を
抜
本
的
に

改
め
、
医
療
・
介
護
・
保
育
等

社
会
保
障
の
担
い
手
の
増
員
・

育
成
・
評
価
の
重

点
的
取
り
組
み
を

進
め
る
べ
き
で
あ

る
。

　
世
界
に
目
を
転

ず
れ
ば
、
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
の
強

引
な
自
国
利
益
優
先
策
で
、
米

国
は
各
地
で
経
済
・
外
交
・
軍

事
に
渡
る
国
際
緊
張
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。一
方
、こ
れ
ま
で

の
新
自
由
主
義
の
経
済
グ
ロ
ー

バ
ル
化
論
は
米
国
を
中
心
と
し

た
大
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
支
配

に
至
る
理
論
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
来
た
。
こ
れ

ま
で
、
米
国
の
経
済
・
外
交
路

線
を
支
持
し
て
き
た
我
が
国
で

は
あ
る
が
、
今
後
進
展
す
る
日

米
2
国
間
物
品
貿
易
協
定
交
渉

や
、
防
衛
装
備
拡
充
の
国
産
化

を
図
っ
て
き
た
中
で
の
米
国
戦

闘
機
の
大
量
購
入
約
束
な
ど
、

今
ま
で
以
上
に
厳
し
く
迫
ら
れ

て
い
る
。
日
本
の
諸
産
業
や

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
日
米
間
の
利
益
相
反
が
拡

大
し
て
き
て
お
り
、
薬
品
や
医

材
価
格
、
知
財
を
巡
る
今
後
の

動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
、
医

療
の
多
く
が
政
治
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
今

ま
で
も
民
主
主
義
・
国
民
主
権

と
生
存
権
・
幸
福
追
求
権
を
希

求
す
る
憲
法
の
精
神
を
具
体
化

す
る
運
動
を
提
起
し
て
き
た
。

ま
た
、
人
命
を
守
る
こ
と
を
業

と
し
て
い
る
医
師
集
団
と
し

て
、
ひ
と
た
び
起

こ
れ
ば
多
大
な
人

的
・
経
済
的
被
害

を
も
た
ら
す
戦
争

に
反
対
し
、
同
様

の
観
点
か
ら
原
子

力
発
電
に
依
存
し

な
い
社
会
を
目
指
す
方
針
を
表

明
し
て
来
た
。
平
和
と
安
全
な

く
し
て
医
療
や
社
会
保
障
の
充

実
は
成
し
得
な
い
。

　
私
た
ち
は
今
こ
そ
憲
法
第
25

条
で
規
定
さ
れ
た
社
会
保
障
の

理
念
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
保

険
医
運
動
の
原
点
に
依
拠
し

て
、
憲
法
第
18
条
に
保
障
さ
れ

た
国
民
の
誰
一
人
も
戦
争
な
ど

の
苦
役
に
よ
り
生
命
を
奪
わ
れ

ず
全
て
の
国
民
が
生
命
と
健
康

が
守
ら
れ
る
国
の
在
り
方
と
、

よ
り
良
い
医
療
・
社
会
保
障
制

度
の
実
現
を
目
指
し
、
以
下
決

議
す
る
。

　
一
、
新
自
由
主
義
改
革
・
軍

事
大
国
化
に
よ
る
国
づ
く
り
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
社
会

保
障
で
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る

国
を
目
指
す
こ
と

　
一
、
保
険
で
良
い
医
療
と
医

業
の
実
現
を
阻
む
、
給
付
率
自

動
調
整
、
審
査
基
準
統
一
化
、

新
た
な
制
限
診
療
、
地
域
別
診

療
報
酬
、
受
診
時
定
額
負
担
、

患
者
負
担
増
等
の
導
入
を
断
固

阻
止
す
る
こ
と

　
一
、
医
師
の
働
き
方
改
革
は

医
師
の
生
命
と
健
康
を
守
り
、

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
を
両
立

で
き
る
方
法
で
進
め
る
こ
と

　
一
、
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
い

高
齢
期
を
生
き
ら
れ
る
公
的
な

ケ
ア
保
障
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
　
一
、
原
発
再
稼
働
、
原
発
輸

出
等
は
直
ち
に
止
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
す
る
こ

と
　
一
、
平
和
的
生
存
権
を
否
定

す
る
改
憲
を
止
め
る
こ
と

　
一
、
非
課
税
還
付
方
式
な
ど

非
課
税
を
維
持
し
た
ま
ま
、
控

除
対
象
外
消
費
税
を
根
本
的
に

補
填
す
る
た
め
の
制
度
を
、
消

費
税
法
の
枠
組
み
で
改
め
て
確

立
す
る
こ
と
。
ま
た
、
診
療
報

酬
改
定
の
際
に
は
、
控
除
対
象

外
消
費
税
の
補
填
状
況
を
速
や

か
に
正
確
に
公
表
す
る
こ
と
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回
定
時
代
議
員
会

　
懇
談
に
は
協
会
・
渡
邉
賢
治

副
理
事
長
、
こ
ど
も
た
ち
の
保

育
・
療
育
を
よ
く
す
る
会
の
市

原
氏
、
京
都
市
職
員
労
働
組
合

民
生
支
部
の
一
条
氏
（
看
護

師
）、上
垣
氏（
作
業
療
法
士
）、

永
戸
氏
、
京
都
社
会
保
障
推
進

協
議
会
の
南
氏
が
出
席
し
た
。

　
市
側
か
ら
は
、
障
害
保
健
福

祉
推
進
室
の
出
口
室
長
、
大
西

社
会
参
加
推
進
課
長
、
谷
淵
担

当
課
長
補
佐
、
子
ど
も
若
者
は

ぐ
く
み
局
の
寺
山
母
子
保
健
担

当
課
長
、
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
神
子
田
総
務
課
長
、
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン

タ
ー
の
田
中
相
談
課
長
、
小
下

企
画
課
長
、
福
田
支
援
施
設
課

長
、
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
の
遠
山
次
長
が
対
応
し

た
。児

福
は
子
ど
も
た
ち
の

発
達
・
権
利
保
障
の
砦

　
実
行
委
員
会
の
提
言
は
「
児

童
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
児
童
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
ま
ま
で
」
と
題
さ

れ
、
児
福
を
子
ど
も
た
ち
の
発

達
・
権
利
保
障
の
砦
と
し
て
拡

充
・
発
展
さ
せ
る
よ
う
求
め
、

あ
ら
た
め
て
3
施
設
一
体
化
に

伴
う
不
安
点
を
建
築
、
人
的
確

保
、
京
都
市
の
基
本
姿
勢
の
3

点
か
ら
指
摘
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
発
達
検
査
の
待

機
期
間
で
療
育
に
つ
な
が
る
ま

で
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
、
背
景
に
あ
る
営
利
産
業
参

入
を
伴
う
療
育
事
業
所
数
の
増

加
、
国
制
度
の
変
更
に
伴
う

「
京
都
方
式
」（
療
育
に
つ
な
ぐ

際
に
は
必
ず
児
童
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
発
達
相
談
所
が
関
与
す

る
仕
組
み
）
の
見
直
し
強
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
伴
う
、
療
育

療育の質の確保と市による
リハビリ保障を

３施設合築問題で京都市に提言
　
京
都
市
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
市
リ
ハ
セ
ン
）、
京
都
市
児

童
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
京
都
市
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
3
施
設
の
一
体
化
整
備
が
着

々
と
進
ん
で
い
る
。
市
は
1
月
21
日
よ
り
、「
新
築
工
事
設
計
業
務
委
託
」
に
係
る
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
を
開
始
。
御
前
松
原
付
近
（
旧
医
師
会
館
の
西
側
。
か
つ
て
〈
こ
こ

ろ
〉
と
〈
衛
生
環
境
研
究
所
〉
の
あ
っ
た
場
所
）
へ
の
一
体
化
施
設
建
設
が
設
計
段
階
に
入

ろ
う
と
し
て
い
る
。
協
会
も
参
加
す
る
京
都
市
3
施
設
の
合
築
方
針
を
考
え
る
実
行
委
員
会

（
以
下
、
実
行
委
員
会
）
と
京
都
の
リ
ハ
ビ
リ
を
考
え
る
会
（
以
下
、
考
え
る
会
）
が
新
た

な
提
言
書
を
ま
と
め
、
1
月
28
日
に
合
同
で
市
当
局
へ
提
出
し
、
懇
談
の
機
会
を
持
っ
た
。

の
質
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
整
理
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
次
の
4
点
を
提
案
し
た
。
①

児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
専
門
職

が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
出
向

き
、
発
達
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
②
現
在
、
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
実
施
し
て
い
る

イ
ン
テ
ー
ク
面
接
等
を
、
各
区

役
所
の
子
育
て
相
談
担
当
の
保

健
師
が
実
施
す
る
こ
と
③
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
療
育
手

帳
取
得
を
実
現
す
る
こ

と
④
療
育
の
質
保
障
と

し
て
の
新
た
な
京
都
方

式
。

　
加
え
て
以
上
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
全
区

に
設
置
さ
れ
た
子
ど
も

は
ぐ
く
み
室
と
児
童
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
事
務
職
・
専
門

職
と
と
も
に
大
幅
な
人

員
増
が
必
要
だ
と
指
摘
し
た
。

　
提
言
を
受
け
、
市
当
局
は
今

後
の
施
設
一
体
化
に
あ
た
っ
て

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。
参
加
者
は

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
要

綱
に
お
け
る
「
設
計
業
務
委
託

仕
様
書
」
に
は
、
発
達
相
談
課

の
部
屋
数
増
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
心
理
職
等

を
増
員
す
る
か
と
質
問
。
市
側

は
い
ま
だ
そ
う
し
た
個
別
具
体

的
な
こ
と
ま
で
決
め
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
、
と
コ
メ
ン
ト
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
具
体
設
計

に
あ
た
っ
て
は
現
場
職
員
や
周

辺
施
設
の
人
た
ち
の
意
見
を
聴

く
会
議
を
設
け
る
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。
ま
た
発
達
検
査
等
待
機

期
間
の
解
消
は
一
体
化
を
待
つ

こ
と
な
く
、
常
々
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
現
場
の
努
力
、
工
夫

に
よ
り
、
療
育
に
つ
な
が
る
ま

で
の
期
間
は
2
〜
3
カ
月
へ
短

縮
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
セ

ン
タ
ー
と
は
ぐ
く
み
室
と
の
連

携
も
十
分
考
え
る
と
述
べ
た
。

市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院

廃
止
は
誤
り

　
考
え
る
会
の
第
3
次
と
な
る

提
言
は
「
京
都
市
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

機
能
拡
充
と
自
治
体
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
保
障
政
策
の
重

要
性
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
、

2
0
1
5
年
3
月
の
市
リ
ハ
セ

ン
附
属
病
院
廃
止
が
政
策
判
断

の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
指
摘
す
る
一
方
、
市
リ
ハ

セ
ン
が
担
う
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
高
次
脳
機

能
障
害
支
援
事
業
の
重
要
性
を

強
調
。
そ
の
機
能
拡
充
の
た
め

に
も
、
市
リ
ハ
セ
ン
へ
の
病
床

機
能
の
復
活
が
セ
ラ
ピ
ス
ト
の

専
門
性
担
保
の
観
点
か
ら
も
重

要
と
述
べ
た
。
一
方
、
現
在
の

国
の
診
療
報
酬
制
度
の
も
と
で

は
高
次
脳
機
能
障
害
の
方
た
ち

だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人

が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
保
障

の
機
会
を
制
限
さ
れ
て
お
り
、

市
は
リ
ハ
ビ
リ
保
障
の
た
め
病

床
を
持
つ
べ
き
と
求
め
た
。

　
提
言
の
説
明
に
続
き
、
参
加

者
が
相
次
い
で
発
言
。
30
年

間
、
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
で

訓
練
を
行
っ
て
き
た
セ
ラ
ピ
ス

ト
か
ら
、
病
院
廃
止
以
降
、
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
が
増
え
、
臨
床
の

場
が
な
く
腕
が
落
ち
た
と
発

言
。
他
の
参
加
者
か
ら
病
院
廃

止
後
も
市
に
と
ど
ま
っ
て
仕
事

を
し
て
く
れ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン

専
門
職
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ

せ
る
京
都
市
で
い
い
の
か
と
怒

り
の
声
が
あ
が
っ
た
。
ま
た
、

附
属
病
院
廃
止
後
、
府
内
で
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
岡
山
県
に
入
院
し
た
事
例

や
、
廃
止
後
一
切
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
と
切
れ
て
し
ま
っ
た
患
者

さ
ん
を
診
察
し
た
開
業
医
の
体

験
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
市
側
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
専

門
性
の
確
保
に
つ
い
て
病
院
が

な
く
な
っ
た
中
で
ど
う
し
て
い

く
か
、
と
い
う
点
で
は
若
い
職

員
に
は
施
設
で
の
一
定
の
臨
床

経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
な
ど
し

て
い
る
。
で
き
る
こ
と
は
や
っ

て
い
き
た
い
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

日　時 3 月 7 日（木）  午後 2 時～ 3 時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師　①京都市保健福祉局医療衛生推進室健康安全課担当課長　池田 雄史 医師
　　　　②京都市保健福祉局医療衛生推進室医務衛生課係長　吉岡 葉子氏
※院内で感染症が発生した際の対応と保健所への届出等についてお話しいただきます。
※本学習会は医療法に定められた「院内感染対策のための従業者研修」（無床診療所
対象）に該当します。受講された方には参加証を発行します。

日　時 4 月25日（木）午後 2 時～ 4 時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容 ① 医師からみた注射事故
  講師　医療法人財団医道会　十条武田リハビリテーション病院
   院長　勝見 泰和 氏
 ② ガイドラインと判決の関係
  講師　京都中央法律事務所　弁護士　福山 勝紀 氏

いずれも参加費無料・要申込・定員60人・先着順

医療安全対策
学 習 会

医 療 安 全
講 習 会

決
　 

　
議

京都市の担当者に提言を手渡す考える会の南氏

※ 本講習会は医療法に定められた「医
療安全管理のための職員研修」（無
床診療所対象）に該当します。受講
された方には参加証を発行します。
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　初めに、当協会への日頃のご協力に感謝申し上げる
とともに、本欄にて協会活動のあらましをあらためて
概説し、一層ご活用いただくようおすすめしたい。
　さて本協会では、我々医師そして府市民の生活全般
にわたる諸活動を五つの部会を通して行っており、講
習会・講演会・シンポジウム・個別相談等々、多数の
企画運営がなされている。
　総務部会は、医師とそのご家族のプライベートライ
フのさらなる充実を図るべく多数の企画・活動を行っ
ている他、総会運営、地区医師会等の懇談にも関与し
ており、保険医協会が会員の方々に一層身近な存在と
なるべく、皆様のお声を拝聴したいと考えている。
　保険部会では、２年ごとの診療報酬改定への取り組
みをはじめ、保険請求の各種事務取扱業務、審査・指
導・監査への各種支援、さらには診療内容の向上に資
するべく研究会等が開催されている。
　経営部会は、金融・共済・労務管理等医業経営に

とって欠かすべからざる活動を行っており、新規開業
等での支援に関して極めて身近な活動内容と言えるの
ではなかろうか。
　医療安全対策部会は、地味ながらまさに「困ったと
きの支え」としての諸活動を長年にわたり続けているも
のであり、京都のみならず全国的にも先駆けとしての
実績を有しているが、医療事故全般の相談・支援とと
もに予防啓発にも力点を置き活動しているところである。
　政策部会は、本協会の特徴的活動の一つといえるも
のであり、良い医療を提供するための医療政策上の提
言のみならず、医療人として避けては通れない安全・
安心な生活を保障するための社会保障・福祉・環境・
エネルギー問題等々に幅広い活動を行っている。
　さらには、本協会の顧問弁護士の他、税理士・社労
士等、日頃縁遠く接触の機会が少ない各種専門職への
橋渡し、ご紹介も容易である。
　また、勤務医師の種々の需要・ご要望へも、一層お
応えできる内容を現在、企画立案中であり、ご期待い
ただきたい。
　以上のように、理事・事務局員一同、きめ細やか
で、困った時・いざという時お役に立つ保険医協会で
あり続けたいと考えているところであり、諸氏のご入
会・ご活用をお待ちしている。

日　時 5月12日（日）午前10時～12時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
内　容 ①初めが肝心！スタッフ雇用の留意点
 　ひろせ税理士法人　特定社会保険労務士　河原 義徳 氏
 ②先輩開業医からのアドバイス
 ③ 地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
参加費 会員および当日ご入会の方：無料、未入会者：5,500円
　※ 参加者には、開業に役立つ『新規開業医の手引き』（保団連発行）を進呈。当日
の入会も可。

日　時 5月18日（土）午後２時30分～
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 ステンドグラス作家　佐々木 真弓 氏
参加費 会員：2,500円、家族・従業員：3,500円
定　員 30人（申込順）

要申込

要申込

　保険医協会は勤務医の先生方にもきめ細か
く、一人ひとりのさまざまな「不安」や「悩
み」を解決できるよう、より身近で頼りになる
協会を目指しています。多くの勤務医の先生方
にご利用いただいており、自信を持っておスス
メするのが共済制度です。低利な新規開業融資
制度や住宅ローン、お手頃な保険料と高額保障
のグループ（生命）保険などを取り扱ってお
り、一般会員より会費をお安くした病院勤務医
限定の共済制度利用勤務医会員として利用でき
ます。
　今年度からは、より勤務医会員のためになる
活動を企画するために、勤務医委員会設置に向
け準備を進めています。現在、各病院に出向い
ての診療に役立つ講習会を企画中です。今後の
勤務医会員向けの取り組みにご期待下さい。

会員を全力サポートします!! ぜひ、ご入会をご検討下さい
協会活用のススメ

お申し込みは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

新規開業予定者のための講習会

第19回 文化講座「ステンドグラス教室」
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こんなことを
やっています！協会の文化企画

京都を中心に、
近畿の史跡・名跡を
訪ね歩きます。

文化ハイキング
粘土の塊を手や指でのばして
作る「手びねり」の手法を用
いて、オリジナルの中鉢、大
ぶりの茶碗、湯呑みなどを
作っています。

陶芸教室

京響メンバーによる
演奏を楽しめる
ひとときです。

サロンコンサート

酒蔵見学と試飲会を
セットにした企画です。

日本酒講座
ワインの解説はもちろん、
テイスティングも！
食事とともにワインを
楽しみます。

ワイン講座

ライブハウス「ル・クラブ・
ジャズ」での演奏会。最後には
参加者も演奏に飛び入り参加！

ジャズを楽しむ会

総務部会理事　福山 正紀 総務部会部員　上田 和茂

協会はいろいろな活動を行っています
協会ホームページでご覧いただけるので、 ぜひお越し下さい

https://healthnet.jp京都府保険医協会 検索

組織担当事務局の長谷川です ！
保険医協会は、ドクターを支えるさまざまな
活動をしています。
困ったら、何でも結構です。保険医協会へお
気軽にご相談ください。
先生方のご入会を心よりお待ちしています ！

事務局
からの

メッセージ
長谷川 大樹

協会の幅広い活動
の活用を

勤務医師にも
身近な協会を
目指して



● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入でき
る保険金額は異なります）。

●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り
保険年齢75歳まで。

●  配偶者は3,000万円まで、お子様（ 3 ～22歳）は400万円まで加入
できます。

●  １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合は、配当金を受
け取れます。

※保険医共済会への入会（入会金1,000円）が必要です。

加
入
例

4 月 1 日から 掛金が安くなります。
会員の最高保険金額が
4,000万円から6,000万円に上がります。

保険医と大切な家族のために。
しっかりした安心を手頃な
掛金で。

保険金額 6,000万円保障
月額掛金 3,180円

保険金額 6,000万円保障
月額掛金 5,100円

グループ保険
（生命保険）

この他にも各種共済制度を取り扱っています。 お気軽に協会事務局 （☎075-212-8877） までご連絡下さい !

配当金
（過去実績）

17%
（3カ年平均）
※ 数字は年間保険料に
対する割合です。

保険医
年  金

月　払  1 口 1 万円
 （通算30口まで）
一時払  1 口 50万円
 （毎回40口まで）

満74歳までの
協会会員
（増口の場合は満79歳まで）

加入
資格

加入
口数

※ 年金受給は、受取時に、定額型確定年金（10年・15年）と逓増型確定年金
（15・20年）のいずれかを選択していただきます。

予定利率

2017年度実績利回り

1.259％
1.356％

（2019年 1月 1日現在）

加入者数 5 万 3,000人
積立金額 1 兆 2,500億円超
スケールメリットを生かし
低廉な手数料を実現

年金受給は
加入 5 年後から可
1 口単位での解約可
掛金一時中断、 再開制度あり

※毎月10日締切で受付。
　効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

2019年 4 月 1 日から掛金が安くなります。
最高保険金額が4,000万円から6,000万円
に上がります。

4 月 1 日より普及開始！

給
付
金
の
受
給
方
法

生
存

死
亡

生 存 年 金

脱退一時金

遺 族 年 金

遺族一時金

10年定額型確定年金

15年定額型確定年金

15年逓増型確定年金

20年逓増型確定年金

年
金
受
給
中
に
死
亡
の
場
合

遺
族
が
残
余
期
間
の
年
金

ま
た
は
一
時
金
受
給

多様な受取方法

安定・安心 いつでも自在

35歳女性

35歳男性

長期で
低利 !

設備資金や運転資金など、開業医向けの低利な融資も取り扱っています。
お問い合わせは京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで。

低利と使いやすさが魅力。
お子様の教育資金、住宅や車の購入など
幅広くご利用いただけます。

勤務医向けの融資制度
取扱銀行　京都銀行（利率は2019年 2 月 1 日現在）

※ 2 年・3 年・5 年・15年・20年・全期間固定金利もあります。

勤務医子弟教育資金

提携住宅ローン

自由ローン（使途自由）

 限 度 額  2,000万円
 返済期間  10年
 利　　率  年 0.6％
 担　　保  1,000万円まで
 無担保

変動金利  0.55％ 10年固定  0.8％

 限 度 額  5,000万円
 返済期間  10年
 利　　率  年 0.6％
 担　　保  1,000万円まで
 無担保

新規開業資金

限 度 額 1億円
返済期間 20年
 （据置12カ月まで可能）

利　　率 年 0.3％
（2019年 5 月委員会決定分まで適用）
※ 6 月 1 日付で利率を見直します。

斡旋手数料　無 料

京都随一の低金利でご開業を全面的に
バックアップします。新規開業をご検
討の際はぜひご相談下さい。

協会調査斡旋 手数料 0円
金利優遇

キャンペーン実施中！
（2019年 5 月まで）

京都で開業するなら！

保険医協会の共済制度

保険医協会は会員医師とご家族をサポートす
る共済制度をたくさんご用意しています。
本紙では勤務医師のみなさまにも多くのメ
リットがある制度の一部をご紹介します。
ぜひご利用いただくとともに、同僚やご友人
にもご紹介下さい。

ドクターライフを応援します!

※ 法人医療機関の理事長・管理者が借入者の
場合も対象

 6 月以降の取扱いはお問い合わせ下さい。
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患
者
さ
ん
に
情
報
提
供
を 

　
　
　
　

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　
確
定
申
告
時
に
お
い
て
、
医

療
費
を
一
定
金
額
以
上
支
払
っ

て
い
る
場
合
は
医
療
費
控
除
と

し
て
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1

7
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
医
療

費
控
除
の
特
例
と
し
て
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
対

象
と
な
る
医
薬
品
を
購
入
し
た

場
合
の
所
得
控
除
）
が
創
設
さ

れ
て
い
ま
す
（
2
0
2
1
年
12

月
31
日
ま
で
）。
従
来
の
医
療

費
控
除
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
は
選
択
適
用
の
た

め
、
重
複
し
て
適
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
控

除
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
は
、
本
人
分
だ
け
で
な

く
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や

そ
の
他
の
親
族
分
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
分
の
確
定
申
告

か
ら
「
医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
、

従
来
必
要
と
さ
れ
て
い
た
領
収

書
は
添
付
・
提
示
が
不
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
領

収
書
は
5
年
間
保
管
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
医
療
保
険
者

等
の
医
療
費
通
知
書
（
医
療
費

の
お
知
ら
せ
等
）」
を
添
付
す

る
場
合
は
、「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
へ
の
記
載
を
簡
略
化

で
き
、
領
収
書
の
保
存
も
不
要

で
す
。
医
療
費
の
お
知
ら
せ
等

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
保

険
診
療
に
該
当
す
る
も
の
の
み

の
た
め
、
自
由
診
療
や
薬
局
で

の
医
薬
品
購
入
、
交
通
費
等
は

医
療
費
控
除
対
象
の
範
囲

●
通
常
の
医
療
費

　
①
医
師
、
歯
科
医
師
に
支

払
っ
た
診
療
費
、
治
療
費

　
②
治
療
、
療
養
の
た
め
に
必

要
な
医
薬
品
の
購
入
費

　
③
病
院
、
診
療
所
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
、
助
産
所
へ
支

払
っ
た
入
院
費
、
入
所
費

　
④
治
療
の
た
め
に
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
、
は
り

費
用

　
ａ
．
通
院
費
用
、
入
院
の
部

屋
代
や
食
事
代
の
費
用
、
医
療

用
器
具
の
購
入
代
や
賃
借
の
た

め
の
費
用
で
通
常
必
要
な
も
の

　
ｂ
．
自
己
の
日
常
最
低
限
の

用
を
た
す
た
め
の
義
手
、
義

足
、
松
葉
づ
え
、
補
聴
器
、
義

歯
な
ど
の
購
入
の
費
用

　
ｃ
．
身
体
障
害
者
福
祉
法
、

知
的
障
害
者
福
祉
法
、
児
童
福

祉
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
都
道

府
県
や
市
町
村
に
納
付
す
る
費

用
の
う
ち
、
医
師
な
ど
の
診
療

費
用
ま
た
は
a
、b
の
費
用
に

当
た
る
も
の

　
⑩
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
に
支
払
う
骨
髄
移
植
の

あ
っ
せ
ん
に
係
る
患
者
負
担
金

（
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
患
者

登
録
証
明
書
兼
患
者
負
担
金
領

収
書
の
発
行
必
要
）

　
⑪
公
益
社
団
法
人
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
払
う

臓
器
移
植
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る

患
者
負
担
金
（
臓
器
移
植
患
者

登
録
証
明
書
兼
患
者
負
担
金
領

収
書
の
発
行
必
要
）

　
⑫
特
定
保
健
指
導
費
（
高
血

　
※
医
師
が
発
行
し
た
「
温
泉

療
養
証
明
書
」
の
添
付
ま
た
は

提
示
が
必
要
。

　
※
治
療
の
た
め
に
支
払
わ
れ

た
設
備
の
利
用
料
等
で
あ
る
こ

と
を
明
記
し
た
認
定
施
設
の
領

収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
、
も

し
く
は
医
療
費
控
除
の
明
細
書

へ
の
記
載
が
必
要
。

　
④
指
定
運
動
療
法
施
設
（
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）
と
し
て
認

定
を
受
け
た
施
設
で
、
医
師
が

治
療
の
た
め
に
患
者
に
運
動
療

法
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な

利
用
料
金

　
※
医
師
が
発
行
し
た
「
運
動

療
法
実
施
証
明
書
」
の
添
付
ま

た
は
提
示
が
必
要
。

　
※
治
療
の
た
め
の
施
設
の
利

用
料
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た

施
設
の
領
収
書
の
添
付
ま
た
は

提
示
、
も
し
く
は
医
療
費
控
除

の
明
細
書
へ
の
記
載
が
必
要
。

　
①
〜
④
の
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
証
明
年
月
日
、
証
明
書
の

名
称
、
証
明
者
の
名
称
（
医
療

機
関
名
等
）
を
医
療
費
控
除
の

明
細
書
の
欄
外
余
白
等
に
記
載

す
る
こ
と
で
、
添
付
ま
た
は
提

示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、そ
の
場
合
、証
明

書
は
確
定
申
告
期
限
か
ら
5
年

間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
介
護
保
険
関
係

　
①
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
ａ
．
要
介
護
度
1
〜
5
の
認

定
を
受
け
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
ま
た
は
指
定
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す

る
人
の
介
護
費
、
食
費
、
居
住

費
の
自
己
負
担
額
の
2
分
の
1

相
当
額

　
ｂ
．
要
介
護
度
1
〜
5
の
認

領
収
書
に
基
づ
き
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
に
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
9
年

分
ま
で
は
従
来
の
領
収
書
の
添

付
等
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
費
控
除
の
み
の
還
付
申

告
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
期

間
の
3
月
15
日
以
降
で
も
取
り

扱
い
を
し
て
い
ま
す
の
で
医
療

費
控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る

方
は
還
付
申
告
を
し
て
下
さ

い
。
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
患
者

の
み
な
さ
ん
に
も
周
知
下
さ
い
。

師
、
き
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師

に
支
払
っ
た
施
術
費

　
⑤
保
健
師
や
看
護
師
ま
た
は

准
看
護
師
に
療
養
（
在
宅
療
養

を
含
む
）
上
の
世
話
を
受
け
た

費
用
お
よ
び
療
養
上
の
世
話
を

受
け
る
た
め
に
特
に
依
頼
し
た

人
に
支
払
っ
た
療
養
上
の
世
話

の
費
用

　
⑥
助
産
師
に
よ
る
分
娩
の
介

助
お
よ
び
妊
婦
、
じ
ょ
く
婦
ま

た
は
新
生
児
の
保
健
指
導
の
費

用　
⑦
介
護
福
祉
士
に
よ
る
喀
痰

吸
引
等
ま
た
は
認
定
特
定
行
為

業
務
従
事
者
（
一
定
の
研
修
を

受
け
た
介
護
職
員
等
）
に
よ
る

特
定
行
為

　
⑧
国
民
健
康
保
険
で
療
養
の

給
付
を
受
け
た
人
の
市
町
村
や

特
別
区
ま
た
は
健
康
保
険
組
合

か
ら
の
告
知
書
な
ど
に
基
づ
い

て
納
付
し
た
療
養
費
の
一
部
負

担
金

　
⑨
次
の
よ
う
な
費
用
で
、
医

師
等
に
よ
る
診
療
や
治
療
な
ど

を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要
な

圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病

と
同
等
の
状
態
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る

場
合
）

●
特
別
な
費
用
・
施
設
の

　
利
用
料
金

　
①
紙
お
む
つ
購
入
費
用
お
よ

び
貸
お
む
つ
賃
借
料

　
※
た
だ
し
、
イ
．
傷
病
に
よ

り
お
お
む
ね
6
カ
月
以
上
に
わ

た
り
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
、
ロ
．
そ
の
傷

病
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
治
療

を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ

り
、
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
者
。
イ
ロ
い
ず
れ

に
も
該
当
し
、
治
療
を
行
っ
て

い
る
医
師
が
記
載
し
た
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
の
添
付
ま
た

は
提
示
が
必
要
。

　
※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
2
年
目
以
降

で
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
一
定
の
人
は
、

市
町
村
が
主
治
医
意
見
書
の
内

容
を
確
認
し
た
書
類
ま
た
は
主

治
医
意
見
書
の
写
し
を
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
②
ス
ト
マ
用
装
具
に
係
る
費

用　
※
退
院
後
も
継
続
し
て
ス
ト

マ
ケ
ア
の
治
療
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
治
療
上
、
適
切

な
ス
ト
マ
用
装
具
を
消
耗
品
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
医
師
が
認
め
て

発
行
し
た
「
ス
ト
マ
用
装
具
使

用
証
明
書
」
の
添
付
ま
た
は
提

示
が
必
要
。

　
③
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施

設
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
）
と
し
て
認

定
を
受
け
た
施
設
で
、
医
師
の

指
導
に
よ
り
温
泉
療
養
を
行
う

た
め
の
利
用
料
金

定
を
受
け
介
護
老
人
保
健
施

設
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施

設
ま
た
は
介
護
医
療
院
に
入
所

す
る
人
の
介
護
費
、
食
費
、
居

住
費
の
自
己
負
担
額
、
診
療
や

治
療
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

特
別
室
（
個
室
等
）
の
使
用
料

　
※
対
象
費
用
の
額
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
の
添
付
ま
た
は
提

示
、
も
し
く
は
医
療
費
控
除
の

明
細
書
へ
の
記
載
が
必
要
。

　
②
居
宅
サ
ー
ビ
ス

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
ま
た
は

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基

づ
い
て
上
表
の
対
象
と
な
る
居

宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
人

の
自
己
負
担
額

　
③
介
護
保
険
制
度
下
で
実
施

さ
れ
る
介
護
福
祉
士
等
に
よ
る

喀
痰
吸
引

　
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
と
あ
わ
せ

て
利
用
し
な
い
と
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
ら
な
い
福
祉
系
の

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
だ
け
で
利
用

し
、
か
つ
、
当
該
居
宅
サ
ー
ビ

ス
等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も

の
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す

る
費
用
の
自
己
負
担
額
の
10
分

の
1

　
※
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

料
領
収
書
（
喀
痰
吸
引
等
用
）」

の
添
付
ま
た
は
提
示
、
も
し
く

は
医
療
費
控
除
の
明
細
書
へ
の

記
載
が
必
要
。

●
保
険
金
な
ど
で

　
補
填
さ
れ
る
場
合

　
以
下
の
よ
う
な
支
払
い
を
受

け
た
場
合
は
支
払
っ
た
医
療
費

か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

　
①
健
康
保
険
法
、
国
民
健
康

保
険
法
、
家
族
移
送
費
、
家
族

出
産
育
児
一
時
金
、
高
額
療
養

費
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
等

の
医
療
費
の
支
出
を
給
付
原
因

と
し
て
支
給
を
受
け
た
も
の
。

　
②
損
害
保
険
契
約
ま
た
は
生

命
保
険
契
約
に
基
づ
い
て
医
療

費
の
補
填
を
目
的
と
し
て
支
払

い
を
受
け
た
傷
害
費
用
保
険

金
、
医
療
保
険
金
ま
た
は
入
院

給
付
金
な
ど
（
こ
れ
ら
に
類
す

る
共
済
金
を
含
む
）

　
③
医
療
費
の
補
填
を
目
的
と

し
て
支
払
い
を
受
け
た
損
害
賠

償
金

　
④
任
意
の
互
助
組
織
か
ら
医

療
費
の
補
填
を
目
的
と
し
て
支

払
い
を
受
け
た
給
付
金

ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。

先着40人
要申込

ジャズを楽しむ会
日　時 3 月 2 日（土）  
 午後 7 時～10時（開場： 6 時30分）
場　所 ル・クラブ・ジャズ
演　奏 篠崎雅史（サックス）トリオ　
 ※ジャムセッションもあります

参加費 会員：5,000円　 家族・従業員：6,000円
 （軽食付・２ドリンク　追加飲物は各自負担） 

介護サービス等の種類

医療費控除の対
象となる居宅
サービス等

◎訪問看護
◎訪問リハビリテーション
◎居宅療養管理指導【医師等による管理・指導】
◎通所リハビリテーション【医療機関でのデイサービス】
◎短期入所療養介護【ショートステイ】
・ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護（一体型事業所
で訪問看護を利用する場合）

・ 複合型サービス（上記の居宅サービスを含む組合わ
せにより提供されるもの。生活援助が中心の場合を
除く）

上記の居宅サー
ビスと併せて利
用する場合のみ
医療費控除の対
象となる居宅
サービス等

◎ 訪問介護【ホームヘルプサービス】（生活援助中心の
場合を除く）

◎訪問入浴介護
◎通所介護【デイサービス】
◎短期入所生活介護【ショートステイ】
・夜間対応型訪問介護
◎認知症対応型通所介護
◎小規模多機能型居宅介護
・ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護（一体型事業所
で訪問看護を利用しない場合および連携型事業所に
限る）

・ 複合型サービス（上記の居宅サービスを含まない組
合わせにより提供されるもの。生活援助が中心の場
合を除く）

・地域密着型通所介護（平成28年４月１日より）
・ 地域支援事業の訪問型サービス（生活援助中心の
サービスを除く）

・ 地域支援事業の通所型サービス（生活援助中心の
サービスを除く）

医療費控除の対
象となる施設
サービス

＜介護費・食費・居住費の1/2＞
・指定介護老人福祉施設
・指定地域密着型介護老人福祉施設
＜介護費・食費・居住費・治療等で必要な特別室の使用料＞
・介護老人保健施設
・指定介護療養型医療施設
・介護医療院

医療費控除の対
象とならない介
護保険の居宅
サービス等

・訪問介護（生活援助中心型）
◎ 認知症対応型共同生活介護【認知症高齢者グループ
ホーム】

・特定施設入居者生活介護【有料老人ホーム等】
◎地域密着型特定施設入居者生活介護
◎福祉用具貸与
・複合型サービス（生活援助中心型の訪問介護の部分）
・ 地域支援事業の訪問型サービス（生活援助中心の
サービスに限る）

・ 地域支援事業の通所型サービス（生活援助中心の
サービスに限る）

・地域支援事業の生活支援サービス

◎印は介護予防サービスも同様
（介護予防訪問介護、介護予防通所介護は平成30年３月末まで）
※ 自己負担額（対象費用の額が記載された「居宅サービス利用料領収証」）の添付または
提示が必要

2 0 1 9 年 (平成 3 1 年) 2 月 2 5 日第 3 0 4 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行



性
感
染
症
の
検
査
に
つ
い
て

申込締切
4 月20日

ワイン6本セット2種

アミスネットショップよりお申し込み下さい！
http://www.amis.Kyoto/shop/

期間限定で、
厳選ワインを特別価格でご案内

①赤ワイン 6本セット
通常参考上代 ￥9,666（税込）のワインセットが…

②赤白ワイン 6本セット
通常参考上代 ￥9,288（税込）のワインセットが…

【取扱い】（有）アミス ☎ 075－212－0303
※未成年の方への酒類の販売は行っておりません

どちらも ⇒
協会会員価格（送料・税込）￥8,480

会員IDと初期パスワードがご不明な場合は、
京都府保険医協会（☎075‒212‒8877）まで
お問い合わせ下さい。

ソムリエ厳選おすすめ

東北被災地支援
物産展を

開催しませんか?!
～協会は被災地を
 応援します～
協力医療機関を募っています。

ぜひご協力下さい !

すでに13医療機関にご協力い
ただきました。ありがとうござ
います。

（
70
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
歩
行
中
転
倒
し
て
右
手
を
つ

い
た
患
者
が
痛
み
で
当
該
医
療

機
関
を
受
診
。
右
第
5
基
節
骨

基
部
骨
折
と
診
断
さ
れ
た
。
手

術
は
、
キ
ル
シ
ュ
ナ
ー
ワ
イ

ヤ
ー
2
本
で
固
定
の
上
、
環
指

と
と
も
に
2
本
ス
ト
ラ
ッ
プ
固

定
し
、
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
外
固
定

と
し
た
。
そ
の
後
に
内
部
固
定

ワ
イ
ヤ
ー
の
除
去
術
を
施
行
し

て
、
柔
道
整
復
師
が
右
第
5
指

レ
ッ
ト
指
骨
折
が
生
じ
た
。
な

お
、
柔
道
整
復
師
は
患
者
に
リ

ウ
マ
チ
や
骨
粗
鬆
症
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
骨
折
が

明
白
と
な
っ
た
の
は
整
形
外
科

受
診
時
で
、
そ
の
日
か
ら
マ

レ
ッ
ト
装
具
で
固
定
し
た
。
後

遺
症
と
し
て
、
右
環
指
お
よ
び

右
小
指
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｉ
Ｐ
の

拘
縮
が
認
め
ら
れ
た
。
右
環
指

の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
屈
曲
拘
縮
角
度
は
約

40
度
で
あ
っ
た
。

　
患
者
は
、
右
環
指
お
よ
び
右

小
指
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｉ
Ｐ
の
拘

縮
や
疼
痛
が
あ
り
、
仕
事
や
生

活
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
と

の
苦
情
を
医
療
機
関
に
訴
え
た
。

　
医
療
機
関
は
、
当
該
柔
道
整

復
師
が
リ
ハ
ビ
リ
で
力
を
入
れ

過
ぎ
た
こ
と
を
認
め
た
。
ま

た
、
リ
ハ
ビ
リ
中
に
骨
折
し
た

こ
と
は
明
白
な
事
実
と
し
て
、

不
可
抗
力
性
も
あ
る
と
し
な
が

ら
も
過
誤
を
認
め
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
の
原
疾
患
と
し
て
リ
ウ

基
節
骨
骨
折
の
リ
ハ
ビ
リ
を
開

始
し
た
。
第
4
指
の
拘
縮
も
認

め
ら
れ
た
た
め
、
医
師
は
第

4
・
5
指
の
Ｒ
Ｏ
Ｍ
―
Ｅ
Ｘ

（
可
動
域
改
善
療
法
）
を
マ
イ

ル
ド
に
す
る
よ
う
に
と
指
示
し

た
が
、
右
第
4
指
末
節
骨
に
マ

知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
み
ま
せ
ん

院
内
の
情
報
伝
達
は
確
実
に 

！

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
90

　
Ｑ
、
Ｄ
0
1
8
細
菌
培
養
同

定
検
査
は
、
Ｄ
0
2
3
の
「
2　

淋
菌
核
酸
検
出
」、「
2　
ク
ラ

ミ
ジ
ア
・
ト
ラ
コ
マ
チ
ス
核
酸

検
出
」
お
よ
び
「
4　
淋
菌
及

び
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
ト
ラ
コ
マ
チ

ス
同
時
核
酸
検
出
」
と
併
せ
て

実
施
し
た
場
合
は
、
主
た
る
も

の
の
み
算
定
（
一
番
高
い
点
数

の
み
算
定
）
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

　
Ａ
、
淋
菌
お
よ
び
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
を
疑
っ
て
、
例
え
ば
淋

菌
お
よ
び
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
ト
ラ

コ
マ
チ
ス
同
時
核
酸
検
出
と
細

菌
培
養
同
定
検
査
を
実
施
し
た

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
主
た
る

点
数
（
こ
の
場
合
、
淋
菌
お
よ

び
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
ト
ラ
コ
マ
チ

ス
同
時
核
酸
検
出
の
み
）
の
算

定
に
な
り
ま
す
。

　
逆
に
言
う
と
、
細
菌
培
養
同

定
検
査
を
淋
菌
お
よ
び
ク
ラ
ミ

ジ
ア
感
染
を
疑
っ
て
実
施
し
た

場
合
以
外
は
、
併
せ
て
算
定
で

き
ま
す
。

　
【
補
足
】
本
紙
第
3
0
4
3

号
の「
保
険
診
療
Ｑ
＆
Ａ
」で
、

薬
機
法
上
の
タ
ミ
フ
ル
の
予
防

投
薬
の
対
象
者
に
つ
い
て
掲
載

し
ま
し
た
が
、
言
葉
足
ら
ず
の

点
が
あ
り
ま
し
た
。
正
確
に
は

「
予
防
に
用
い
る
場
合
は
、原
則

と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症
し
て
い

る
患
者
の
同
居
家
族
ま
た
は
共

同
生
活
者
で
あ
る
次
の
者
を
対

象
と
す
る
。
①
高
齢
者
（
65
歳

2
0
1
9
年
1
月
1
日
付

「
加
入
者
証
」 

を
発
送

　
保
険
医
年
金
第
72
次
普
及
に

際
し
、
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し

た
19
年
1
月
1
日
付
加
入
分
の

「
加
入
者
証
」
を
、
2
月
8
日

付
で
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
ご

確
認
下
さ
い
。
こ
の
「
加
入
者

証
」
は
、
一
時
金
請
求
、
年
金

受
給
請
求
の
際
に
必
要
で
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

氏
名
や
枚
数
、
そ
の
他
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

医
療
安
全
対
策
部
会

 

宇
田 

憲
司

医
師
の
過
重
労
働
に
支
え
ら
れ
た

医
療
現
場
の
根
本
的
見
直
し
を

　
日
常
臨
床
の
現
場
に
お
い
て

医
師
・
医
療
従
事
者
は
、
傷
病

者
へ
の
診
断
・
治
療
・
管
理
な

ど
疾
病
・
外
傷
か
ら
の
回
復
を

目
的
に
医
療
労
働
を
提
供
し
、

国
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て

い
る
。
し
か
し
当
今
、
特
に
医

師
の
密
度
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
諸

国
の
中
で
低
く
、
医
師
不
足
や

転
勤
し
て
1
9
9
4
年
7
月
1

日
か
ら
Ｙ
府
立
病
院
麻
酔
科
に

勤
務
開
始
し
、
96
年
3
月
5
日

午
前
5
時
こ
ろ
、
自
宅
で
の
死

亡
（
33
歳
）
が
発
見
さ
れ
た
。

監
察
医
の
死
体
検
案
書
で
は
、

直
接
死
因
欄
：
急
性
心
機
能
不

全
、
原
因
欄
：
特
発
性
心
筋
症

と
さ
れ
た
。
地
方
公
務
員
災
害

補
償
基
金
は
、
業
務
起
因
性
を

否
定
し
、
簡
易
裁
判
所
で
の
調

停
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
母
Ｘ

は
、
過
重
労
働
に
よ
る
業
務
起

因
性
と
事
業
主
の
安
全
配
慮
義

務
違
反
を
根
拠
に
Ｙ
府
に
1
億

5
3
9
2
万
余
円
の
支
払
い
を

求
め
04
年
提
訴
し
た
。

　
裁
判
所
は
、
Ａ
の
労
働
状
況

を
以
下
の
よ
う
に
認
め
た
。
す

な
わ
ち
、
手
術
を
受
け
る
患
者

へ
の
術
中
麻
酔
管
理
や
術
前
・

術
後
の
診
察
、
集
中
治
療
室
で

の
治
療
等
を
実
施
し
た
。
勤
務

形
態
は
、
①
通
常
勤
務
（
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
45
分
ま

で
）
②
宿
直
（
当
直
：
午
後
5

時
45
分
か
ら
翌
朝
9
時
ま
で
、

月
4
回
程
度
）
③
日
直
（
休
日

等
の
通
常
勤
務
時
間
、
月
2
回

程
度
）
④
重
症
当
直
（
重
症
患

者
に
対
応
す
る
た
め
の
勤
務
時

間
外
ま
で
の
勤
務
：
月
1
回
程

度
）
⑤
オ
ン
コ
ー
ル
（
緊
急
呼

び
出
し
へ
の
待
機
、
月
4
〜
6

回
程
度
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

通
常
勤
務
に
Ａ
は
、
自
発
的
に

午
前
8
時
ま
で
に
出
勤
し
、
午

後
9
時
こ
ろ
ま
で
勤
務
し
た
。

　
業
務
起
因
性
の
有
無
の
判
断

は
、「
脳
血
管
疾
患
及
び
虚
血

性
心
疾
患
等
（
負
傷
に
起
因
す

る
も
の
を
除
く
）
認
定
基
準
に

つ
い
て
」（
2
0
0
1
・
12
・
12

基
発
1
0
6
3
）
の
「
①
発
症

直
前
か
ら
前
日
ま
で
の
間
に
異

常
な
出
来
事
に
遭
遇
、
②
発
症

に
近
接
し
た
時
期
（
概
ね
1
週

間
）
に
特
に
過
重
な
業
務
に
就

労
、
③
発
症
前
に
長
期
に
わ

た
っ
て
、
著
し
い
疲
労
の
蓄
積

を
も
た
ら
す
特
に
過
重
な
業
務

に
就
労
」
し
た
か
否
か
が
検
討

さ
れ
た
。
①
死
亡
前
日
の
Ｉ
Ｃ

Ｕ
で
の
集
中
治
療
は
、
Ａ
の
性

格
や
業
務
へ
の
姿
勢
を
考
慮

し
、
責
任
感
の
強
さ
や
完
璧
な

治
療
へ
の
思
い
等
か
ら
精
神
的

に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
負
荷
す

る
状
態
と
み
る
余
地
が
あ
り
、

時
間
30
分
の
予
定
手
術
後
の
同

9
時
間
20
分
の
緊
急
手
術
を
含

む
）、
前
週
は
同
じ
く
21
時
間

15
分
と
「
特
に
過
重
な
業
務
」

で
、
③
時
間
外
労
働
は
、
死
亡

前
1
カ
月
は
1
0
7
時
間
15

分
、
前
3
カ
月
の
平
均
は
1
0

3
時
間
15
分
、
前
6
カ
月
で
は

1
1
6
時
間
7
分
で
、
著
し
く

疲
労
蓄
積
す
る
特
に
過
重
な
業

務
と
認
定
さ
れ
、
ま
た
、
研
究

活
動
の
負
担
を
含
め
て
麻
酔
業

務
の
過
重
性
が
認
定
さ
れ
た
。

Ｙ
府
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
を

認
め
、
Ａ
の
研
究
活
動
の
負
担

や
業
務
へ
の
姿
勢
・
行
動
の
寄

与
を
1
割
と
し
て
過
失
相
殺

し
、
1
億
6
9
2
万
余
円
の
支

払
い
を
Ｙ
に
命
じ
た
（
大
阪
地

判
平
19
・
3
・
30
）。
Ｙ
府
は

控
訴
し
、
Ａ
の
寄
与
度
を
35
％

に
変
更
し
て
7
7
4
4
万
余
円

に
減
額
さ
れ
た
（
大
阪
高
判
平

20
・
3
・
27
）。

　
医
師
が
長
時
間
労
働
を
強
い

ら
れ
て
き
た
原
因
は
、
そ
の
根

底
に
我
が
国
の
全
国
的
な
、
医

療
労
働
資
源
の
需
給
の
不
均
衡

と
し
て
医
師
の
絶
対
数
の
不
足

が
あ
り
、
こ
の
問
題
の
認
識
な

し
に
は
、
根
本
的
な
解
決
の
提

案
は
困
難
で
あ
る
。
医
師
の
業

務
を
「
聖
職
」
と
美
化
し
て
、

そ
れ
を
倫
理
的
根
拠
に
無
制
限

な
時
間
外
の
医
学
・
医
療
労
働

と
、
患
者
へ
の
「
滅
私
奉
公
」

を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
は
、
当
然
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
を

用
い
て
労
働
時
間
管
理
を
厳
密

に
し
て
医
療
労
働
現
場
の
状
態

を
客
観
的
に
国
民
に
報
知
し
、

懲
戒
処
分
取
消
請
求
訴
訟
（
東

京
地
判
平
11
・
4
・
15
）
で
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
も
視
野
に
入

れ
、
適
正
化
へ
の
理
解
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。

保
険
医

年
　
金

看
護
師
不
足
の

状
況
に
あ
る
。

医
療
労
働
資
源

の
需
給
の
不
均

衡
は
、
医
師
・

医
療
従
事
者
の

労
働
の
長
時
間
化
を
以
て
賄
わ

れ
、
過
労
死
・
過
労
自
殺
問
題

や
、
時
間
外
労
働
賃
金
の
請
求

問
題
等
を
み
る
。
そ
こ
で
、
長

時
間
労
働
等
に
関
連
し
て
生
じ

た
代
表
的
訴
訟
事
例
を
紹
介
す

る
。

　
麻
酔
科
医
師
男
訴
外
Ａ
は
、

②
死
亡
前
1
週

間
の
時
間
外
労

働
は
21
時
間
15

分
、
総
麻
酔
時

間
25
時
間
15
分

（
麻
酔
時
間
1

① ②

以
上
）
②
慢
性
呼
吸
器
疾
患
ま

た
は
慢
性
心
疾
患
患
者
③
代
謝

性
疾
患
患
者（
糖
尿
病
等
）④
腎

機
能
障
害
患
者（『
用
法
・
用
量

に
関
連
す
る
使
用
上
の
注
意
』

の
項
参
照
）」
と
な
り
ま
す
。

定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込・送料別）

医療安全を
身につけるために
医療安全研修
DVD PartⅡ

マ
チ
、
骨
粗
鬆
症
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
患
者
情

報
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
伝
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

患
者
の
骨
折
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
院
内
の
情
報
伝
達
の
不
備

が
問
題
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
賠
償
対
象
と
な
る

の
は
右
環
指
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
の
み

で
、
他
の
関
節
お
よ
び
小
指
は

関
係
な
い
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
過
誤
を
認
め

て
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し
た
。
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春
に
な
る
と
、
い
ま
ま
で
荒

れ
て
い
た
琴
引
浜
の
海
は
お
だ

や
か
に
な
り
、
色
も
灰
色
か
ら

徐
々
に
透
き
と
お
っ
た
青
に
変

わ
る
。
寄
せ
て
は
引
く
波
の
音

を
聞
き
な
が
ら
、
砂
浜
に
寝
そ

べ
っ
て
ネ
コ
の
よ
う
に
ご
ろ
ご

ろ
し
て
い
た
い
。
波
の
音
を
聞

く
と
心
が
落
ち
着
く
の
は
、
太

古
の
昔
海
に
い
た
頃
の
記
憶
が

心
の
奥
に
残
っ
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。
こ
こ
の
砂
浜
に
は
小
さ

な
野
天
風
呂
が
あ
る
。
し
か
し

お
湯
は
不
定
期
に
入
れ
て
あ
る

だ
け
で
、
入
っ
て
い
な
い
こ
と

の
ほ
う
が
多
い
。
ま
た
あ
ま
り

に
も
む
き
出
し
な
の
で
、
入
る

人
を
見
か
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。

　
夏
は
海
水
浴
客
が
来
る
ま
で

に
琴
引
浜
を
楽
し
も
う
。
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
駐
車
場
が
有
料

に
な
る
。
美
し
く
青
き
琴
引
。

A
n der schönen, blauen 

K
otobiki

。
空
気
の
一
粒
一

粒
に
夏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち

て
く
る
。
ミ
ッ
ド
サ
マ
ー
に
な

れ
ば
隣
の
八
丁
浜
が
い
い
。
こ

こ
で
は
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
で
人
が

遊
ん
で
い
る
。
満
天
の
星
の

と
い
う
。
や
は
り
音
楽
を
奏
で

て
い
る
。
み
な
も
に
は
月
明
か

り
の
道
が
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
く
、

す
べ
て
は
溶
け
あ
っ
て
一
体
に

な
る
。
こ
れ
は
、M

oonlight 

w
alk on the beach 

と
い

う
最
高
の
贅
沢
。
眠
た
く
な
っ

た
ら
眠
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
寝
た
い
と
き
に
寝
ら
れ

る
幸
せ
。
琴
引
メ
ロ
ン
も
美
味

し
い
よ
。

　
冬
は
カ
ニ
。
琴
引
浜
の
料
理

旅
館
・
羽
衣
荘
は
岸
壁
の
上
、

波
打
ち
際
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
外
は
海
風
が
き
つ
い

が
、
館
に
入
れ
ば
豪
華
な
カ
ニ

づ
く
し
、
料
理
の
最
後
は
カ
ニ

み
そ
の
付
い
た
甲
羅
に
熱
い
日

本
酒
を
入
れ
て
飲
む
と
よ
い
。

雪
が
降
っ
た
翌
日
は
砂
浜
に
積

も
っ
た
新
雪
の
上
を
歩
こ
う
。

サ
ク
サ
ク
と
い
う
音
が
す
る
。

観
光
本
に
は
載
っ
て
い
な
い

が
、
鳴
き
砂
の

冬
バ
ー
ジ
ョ
ン

だ
。
ま
た
強
風

の
降
雪
の
中
、

ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
で
身
を
固
め

て
砂
浜
を
歩
く

の
も
良
い
。
冬

山
登
山
の
醍
醐

味
を
味
わ
え
、

す
こ
し
だ
け
三

浦
雄
一
郎
さ
ん

に
な
っ
た
気
分

だ
。

　
こ
こ
は
四
季
を
通
じ
て
美
し

く
て
お
い
し
い
。
こ
の
地
の
人

々
に
も
こ
こ
の
良
さ
を
認
識
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。
自

分
も
今
住
ん
で
い
る
京
都
市
の

良
さ
を
し
っ
か
り
認
識
し
よ

う
。
鴨
川
、
御
所
、
大
文
字

山
、
下
鴨
神
社
、
詩
仙
堂
、
嵯

下
、
愛
を
語
る
の
も
い
い
だ
ろ

う
。
夏
の
夜
の
こ
と
、
あ
と
で

夢
だ
と
言
え
る
。

　
秋
は
月
を
愛
で
る
。
満
月
の

夜
、
真
っ
白
な
砂
浜
を
歩
く
。

明
か
り
は
月
の
光
の
み
。
聞
こ

え
る
の
は
鳴
き
砂
の
キ
ュ
ッ

キ
ュ
と
い
う
音
。
こ
の
浜
の
名

前
の
由
来
は
鳴
き
砂
。
中
国
の

弦
楽
器
の
音
色
に
似
て
い
る
の

で
琴
引
と
な
っ
た
。
鳴
き
砂
は

英
語
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
サ
ン
ド

　
金
光
敬
祐
氏
（
享
年
66
、
右

京
）
1
月
13
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

辻
　
俊
明
（
西
陣
）

第 7 話

丹
後
半
島
心
の
原
風
景

四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
琴
引
浜

　
12
月
22
日
、
社
会
保
険
研
究

会
を
開
催
し
た
。
17
人
の
出
席

者
に
よ
る
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
た
。

　
廉
氏
は
ま
ず
、
第
四
次
産
業

革
命
の
到
来
で
、
Ｉ
Ｔ
は
単
な

る
ツ
ー
ル
か
ら
、
戦
略
的
な
武

器
と
な
り
う
る
と
切
り
出
し

た
。
次
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て

情
報
通
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
病

院
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
自
治

体
の
情
報
政
策
に
関
与
し
た
経

験
を
踏
ま
え
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ
の

普
及
と
利
用
状
況
に
つ
い
て
解

説
。
例
え
ば
、
新
幹
線
は
自
動

改
札
口
の
設
置
に
か
か
る
価
格

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
運
賃

に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
チ
ケ
ッ

ト
購
入
時
点
で
Ｉ
Ｔ
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
自
動
改
札
口
を
な

く
せ
る
と
提
言
。
気
づ
か
な
い

無
駄
、
な
く
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
体
制
が
必
要
と
述
べ
た
。

　
次
に
、
韓
国
と
日
本
の
医
療

関
係
の
共
通
点
と
し
て
は
、
高

齢
化
と
少
子
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
、
医
療
政
策
・
制
度
は
酷

似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ

た
。
相
違
点
と
し
て
は
、
韓
国

の
医
療
保
険
制
度
や
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

（
健
康
保
険
審
査
評
価
院
）
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
韓
国
で
は

国
家
規
模
の
医
療
情
報
化
が
進

み
、
医
療
保
険
財
政
の
黒
字
化

を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
病
院
の
大
型
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
営
利
化
、
業
務
効
率

化
が
進
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

医
療
政
策
や
病
院
経
営
に
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
国
家
規
模
の

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
活
用

で
き
る
環
境
整
備
、
こ
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
を
利
活
用
し

て
治
療
か
ら
予
防
医
療
へ
の
挑

戦
、
医
療
品
質
管
理
（
病
院
と

医
師
の
評
価
）、
Ｄ
Ｕ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
（
服
薬
重
複
・
併
用
禁
忌

防
止
シ
ス
テ
ム
）
の
実
現
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
問
題
点
と
し
て
は
徹

底
的
な
資
本
主
義
論
理
の
導
入

に
よ
り
、
医
療
が
商
業
化
に
走

り
過
ぎ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
病
院
を
改
善
す
る

方
途
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル

活
用
し
、
受
付
や
収
納
、
事
務

の
効
率
化
を
行
う
。
予
約
時
に

看
護
師
に
よ
る
問
診
等
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
院
内
受
付
窓

口
数
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
に

な
る
。
医
療
の
効
率
化
と
し

て
、
医
師
と
看
護
師
の
役
割
分

担
を
変
更
、
収
益
事
業
の
多
様

化
に
言
及
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
経

営
手
段
と
位
置
付
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
ま
と
め
た
。

　
当
日
の
模
様
は
保
険
医
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
動
画
配
信

を
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
は
、
左
記

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

峨
野
、
嵐
山
。
丹
後
も
京
都
も

美
し
い
も
の
で
満
ち
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
十
分
幸
せ
だ
。

【東日本大震災救援募金】　レインボーマルオカメグミ　ヤマギシ ヒデノリ
【熊本地震救援募金】　キムラシンリヨウシヨ
【西 日 本 豪 雨 募 金】　ヤマギシヒデノリ　シヨウフウアン　オガワカズコ

募金のご協力 ありがとうございました
 （2018年12月～2019年１月 順不同・敬称略） 
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社 保 研

レポート

第664回社会保険研究会
講師：イーコーポレーションドットジェーピー㈱ 代表取締役社長
　　　明治大学専門職大学院兼任講師
　　　総務省　電子政府推進員　廉　宗淳（ヨム・ジョンスン）氏

コンピュータ審査と医療ビッグデータ
～日本の未来を示唆する韓国の現状と問題点～

夏
、
青
い
海

秋
、
鳴
き
砂
に
つ
い
た
足
跡

冬
、
新
雪
の
海
水
浴
場

３月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（金）

９日
（土）

10日
（日） 労

災

11日
（月）

○ ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

協会ホームページより 簡単アクセス！

デジタル配信 
お好きな時間・場所で、ご覧いただけます

①京都府保険医協会
　https://healthnet.jp/に接続

② 「 会員制チャンネル  臨床・保険医診
療TV」をクリックし、「詳細を見る」
をクリックする

③ 「ログインページへ」をクリックし
ユーザー名「kyohoi」・パスワード
「soud@nsiyou!」を入力。

④再生ボタン「 ▼」をクリック

アクセス方法

 日　時  3月10日（日） 午後1時30分～3時 集会後デモ行進
場　所  円山公園音楽堂
  （京都市東山区円山町円山公園内）

バイバイ原発３.10 きょうと

 ● つくろう！ 原発ゼロ法
　山崎　誠氏（原発ゼロの会世話人・衆議院議員）
　政党からの決意表明
● めざそう！原発のない社会
　安楽 知子氏（40年廃炉訴訟市民の会）
　原発賠償京都訴訟・原告団
合唱　群青（作詞・南相馬市立小高中学校2012年度卒業生　作曲・小田美樹）
主　催　バイバイ原発きょうと実行委員会

どなたでもご参加いただけます（申込不要）　集会終了後は市役所までデモをします

ぜひご参加下
さい

賛同をお願いしています !
バイバイ原発きょうとのホームページ「賛同のお願い」ボタンからお申込み下さい

賛同される個人または団体のお名前公表の可否、ご住所、ご連絡先を明記して下さい
http://nonukeskyoto.com/

賛同金 団体 2,000円 個人 1,000円 ※何口でも可。バイバイ原発きょうは賛同金で運営されています
郵便振替口座　名義：バイバイ原発きょうと実行委員会　口座番号：00900－5－288863
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